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［位    置］ 

① 学校名 

福島県立会津支援学校竹田校 

② 所在地 

〒965-0876福島県会津若松市山鹿町 

３番地２７号 

                   （竹田綜合病院内） 

③ 電話番号  0242（28）0640 

④ ＦＡＸ      0242（26）4541 

⑤ 交通案内 

 

駅前バスターミナルから 

会津高田行(年貢町経由を除く)、 

会津本郷行乗車 

所要時間約１５分  竹田病院前下車 

磐越自動車道・会津若松インターより  

約１５分 

ＪＲ会津若松駅より 約４０分 

 

１ 学校平面図および位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物総面積（ベランダ含む） ４６０．３５㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜竹田綜合病院 管理棟２階＞ 

バ  ス 
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職員室

教材室

小１～６年 教材室 コンピュータ室 中１～３年

保健室

可動式パネル仕切り

可動式パネル仕切り
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２ 沿革 

(１) 昭和４１年 ６月２５日  会津若松市山鹿町３－２７ 竹田綜合病院内に会津若松市立謹教

小学校竹田分室（ベッドスクール）として開設(１学級認可) 

     

(２) 昭和４５年 ４月 １日  会津若松市山鹿町３－２７ 竹田綜合病院内に会津若松市立第三

中学校の病弱特殊学級として認可、教員３名配置。  

(３) 昭和５０年 ４月 １日  小学部３学級(病虚弱、肢体不自由教育)の認可、教員４名配置。 

(４) 昭和５３年 ４月 １日  財団法人竹田綜合病院内ベットスクールが県移管となり、福島県立

須賀川養護学校竹田分校となる。    

       初代校長  金沢  里司 着任 

      （初代分校長） 安藤  哲夫 着任   

(５) 昭和５３年 ５月 ８日  福島県立須賀川養護学校竹田分校の開校式を挙行。 

来賓・松平勇雄知事来校  

(６) 昭和５６年 ４月 １日  第二代校長 郡司  梧郎 着任   

(７) 昭和５７年 ４月 １日  （第二代分校長） 加藤    敏  着任   

(８)  昭和５８年  ４月 １日  第三代校長 西谷地 金成 着任   

(９) 昭和６０年 ４月 １日  （第三代分校長） 野中    恒男  着任   

(10) 昭和６１年  ４月 １日  第四代校長 渡部  政男 着任   

(11) 昭和６２年 ４月 １日  （第四代分校長） 柴山   進 着任   

(12) 平成 元 年 ４月 １日  第五代校長 小室   昭 着任  

(13) 平成 元 年 ４月 １日  （第五代分校長） 大久 雄一郎 着任   

(14) 平成 ２ 年 ４月 １日  福島県立会津養護学校の開設により、福島県立須賀川養護学校竹田

分校から福島県立会津養護学校竹田分校となる。  

       初代校長  橋本    政一  着任   

(15) 平成 ３ 年 ４月 １日  （第六代分校長） 赤塚    幹典  着任   

(16) 平成 ４ 年 ４月 １日  第二代校長 丹野  功一 着任   

(17) 平成 ５ 年 ４月 １日  （第七代分校長） 武藤   哲 着任   

(18) 平成 ６ 年 ４月 １日  第三代校長 村上   修 着任   

(19) 平成 ８ 年 ４月 １日  第四代校長 遠藤  算彦 着任   

(20) 平成 ８ 年 ４月 １日  （第八代分校長） 瓜生  良男 着任   

(21) 平成１０年 ４月 １日  第五代校長 峯岸  和雄 着任   

(22) 平成１２年 ４月 １日  第六代校長 渡邊  孝夫 着任   

(23) 平成１３年 ４月 １日  （第九代分校長） 久保木 勇三 着任   

(24) 平成１４年 ４月 １日  第七代校長 髙山 紀代子 着任   

(25) 平成１５年 ４月 １日  （第十代分校長） 武田 吉之助 着任   

(26) 平成１６年 ４月 １日  第八代校長 阪路   裕 着任   

(27) 平成１８年 ４月 １日  第九代校長 折笠  悦男 着任   

(28) 平成１８年 ４月 １日  （第十一代分校長） 日高  裕志 着任   

(29) 平成２０年 ４月 １日  第十代校長 山﨑   亨 着任   

(30) 平成２０年 ４月 １日  （第十二代分校長） 江尻    修 着任   
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(31) 平成２２年 ４月 １日  第十一代校長 真部  知子 着任   

(32) 平成２２年 ４月 １日  （第十三代分校長） 阿部  和行 着任   

(33) 平成２４年 ４月 １日  第十二代校長 紺野 登喜子 着任   

(34) 平成２５年 ４月 １日  （第十四代分校長） 渡邉  周二 着任   

(35) 平成２６年 ４月 １日  第十三代校長 芳賀  孝美 着任   

(36) 平成２８年 ４月 １日  第十四代校長 神田   豊 着任   

(37) 平成２８年 ４月 １日  （第十五代分校長） 梅津  幸男 着任 

(38) 平成２９年 ４月 １日  福島県立会津養護学校竹田分校から福島県立会津支援学校竹田 

校へと校名変更となる。 

(39) 平成３０年 ４月 １日  第十五代校長   杉山  裕恵 着任 

(40)  平成３１年 ４月 １日  第十六代校長   伊藤  俊幸 着任 

(41)  平成３１年 ４月 １日  （第十六代分校長） 大和田  浩 着任 

(42) 令和 ３年 ４月 １日  第十七代校長   加藤  香洋 着任 

(43) 令和 ３年 ４月 １日 （第十七代分校長） 江見  浩二 着任 

(44) 令和 ６年 ４月 １日  第十八代校長   猪俣  康彦 着任 

(45) 令和 ７年 ４月 １日 （第十八代分校長） 佐々木 文枝 着任 
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３ 教育目標 

１ 教育目標 
 

児童生徒一人一人の病気や障がいに応じた教育により確かな学力を育み、自他を尊重する豊かな心

と健やかな身体を養い、社会の変化と向き合いながら将来をより豊かに生きようとする調和のとれ

た人間の育成に努める。 

 

 将来をより豊かに生きようとする児童生徒の育成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 重点目標 

（１）各教科等の指導において、個々の学習状況や病気の状態、障がいの特性、授業時数の制約等に

応じた指導内容の精選、指導方法及び指導形態の工夫により、基礎的・基本的な知識及び技能を

確実に身に付けられるようにする。 

 

（２）地域や関係機関、学校等の施設・設備の活用等連携の充実を図りながら学習環境の整備に努め

るとともに、児童生徒が主体的に学習に取り組む体験的な学習活動の充実を図る。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 確かな学力 
 

豊かな心 
 

健やかな身体  

自己及び他者の理解をす
すめ、思いやりのある豊かな
心を育む。 
（１）自分の思いや考えを伝
えようとする心や思い
やりの心を育てる。 

（２）自分らしい生き方を実
現するための力を育て
る。 

社会の変化に対応できる
確かな学力を育む。 
（１）自ら学ぼうとする意
欲や主体的に取り組む
態度を養う。 

（２）基礎的・基本的な知
識・技能を確実に身に
付ける。 

健康な生活を送るために
必要な力を育む。 
（１）生活上の困難を主体的
に改善・克服しようとす
る態度を養う。 

（２）自分の健康について考
え、望ましい生活の習慣
や態度を形成する。 
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４ 学校経営・運営ビジョン 
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５ 教育課程 

【小 学 部】 

１ 学部目標 

（１）様々な学習や活動を通して基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身に付けられるようにすると

ともに、学習したことを自主的に日常の生活に活用しようとする意欲と態度を養う。 

（２）自分の思いや考えを適切な表現により伝えることができるようにするとともに、状況や相手の気

持ちを考えて行動しようとする態度と習慣を養う。 

（３）自己の心身の状態に関心をもち、健康で安全な生活を送ろうとする態度と習慣を養う。 

 

２ 教育課程編成上の基本方針  

（１）小学校に準ずる教育を受ける病弱児である児童を対象とする通常の教育課程を編成する。 

（２）教育目標の達成を目指し、法令及び特別支援学校学習指導要領及び小学校学習指導要領に基づき、

編成する。 

（３）小学部の教育課程は、国語、社会、算数、理科、生活、音楽、図画工作、家庭、体育及び外国語

の各教科、特別の教科である道徳（以下、「道徳科」という。）、外国語活動、特別活動、自立活動、

総合的な学習の時間をもって編成する。 

（４）各教科等においては、基礎的・基本的な内容が習得し、思考力、判断力、表現力等の育成を図る

ことができるよう、教科横断的な視点で教育課程を編成する。また、個々の児童に応じて学習内容

を精選すること、指導方法や学習形態をすること、ICT機器を効果的に活用すること等により、個

別最適化された学びを保障できるよう編成する。 

（５）学校の諸条件を考慮し、適切な指導体制と教育環境の整備に努め、体験的な学習の充実を図るこ

とができるよう適切に編成する。 

（６）生活に必要な知識及び技能を身に付け、周囲の人々と協調しながらよりよい生活を送ることがで

きるよう、キャリア教育の視点のもとに編成する。 

（７）他校の児童や地域の人々との交流及び共同学習について、指導目標を明確にするとともに計画的

に実施し、協働的な学びを通して豊かな人間関係が形成できるように編成する。 

 

3 当該年度に改善又は努力する事項    

（１）個々の児童に応じて適切に学習内容を精選し、ＩＣＴ機器を効果的に活用したり教材や指導方法、

指導形態を工夫したりして基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図る。 

（２）個々の児童に配慮しながら、様々な体験的な学習の機会や集団活動を意識した他学部や他校との

交流及び共同学習の機会を工夫して設定し、社会性やコミュニケーション能力の伸長及び生活経験

の拡充を図る。 

 

４ 年間授業日数 

学期／学年 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 備 考 

第１学期 ７１日 ７１日 ７１日 ７１日 ７１日 ７１日  

第２学期 ８２日 ８２日 ８２日 ８２日 ８２日 ８２日  

第３学期 ４９日 ４９日 ４９日 ４９日 ４９日 ４３日 ３／１２卒業式 

計 ２０２日 ２０２日 ２０２日 ２０２日 ２０２日 １９６日  
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【中 学 部】 

１ 学部目標 

（１）様々な学習活動を通して、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図りながら、自己の目指す進路

の実現に向けて努力する力を養う。 

（２）校内外での様々な活動を通して他者とかかわる経験を重ね、自分の将来の生活を考える力を養う。 

（３）自己の心身の状態や特性を理解し、健康で安全な生活を送るための知識と態度を養う。 

 

２ 教育課程編成上の基本方針  

（１）中学校に準ずる教育を受ける病弱児である生徒を対象とする通常の教育課程を編成する。 

（２）教育目標の達成を目指し､法令及び特別支援学校学習指導要領及び中学校学習指導要領に基づき､

学校の環境､生徒の病気の状態や障がいの特性及び発達の段階を十分に踏まえた編成に努める。 

（３）中学部の教育課程は、必修教科（国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭、

外国語の各教科）と道徳科、特別活動、自立活動並びに総合的な学習の時間をもって編成する。 

（４）各教科における基礎的・基本的な内容が習得できるよう生徒の病気の状態や障がいの特性及び発

達の段階に応じて精選するとともに、指導方法の工夫やＩＣＴ機器等の活用により個別最適化され

た学びを保障し、学習への興味関心を高め、主体的に学習に取り組む態度や思考力、判断力、表現

力等の育成を図ることができるよう編成する。 

（５）学校の諸条件を考慮し、適切な指導体制を整え、問題解決能力の向上に努めるとともに、生徒の

実態を的確に把握し、教育効果を高めることができるよう適切に編成する。 

（６）キャリア教育全体計画をもとに、生徒一人一人が自らの進路や将来の生き方について、主体的に

考え、生きる力や自己肯定感を高めることができるよう編成する。 

（７）交流及び共同学習や体験的な学習において指導目標を明確にするとともに計画的に実施し、協働

的な学びを通して経験の不足の改善を図り、より豊かな人間関係の形成と社会性の向上を図ること

ができるよう編成する。 

 

３ 当該年度に改善又は努力する事項     

（１）教科指導においては、一人一人の教育的ニーズに応じて保護者と確認しながら指導方針を十分に

検討する。その際、教科の特性に応じた自立活動の視点を取り入れ、ＩＣＴ機器を効果的に活用す

るなど生徒の学びの充実に向け工夫した授業を展開する。 

（２）個々の生徒に配慮しながら、様々な体験的な学習活動や交流及び共同学習の機会を段階的・計画

的に設け、卒業後や転出後の生活についてより具体的に考えられるようにする。 

 

４ 年間授業日数 

学期／学年 第１学年 第２学年 第３学年 備 考 

第１学期 ７１日 ７１日 ７１日  

第２学期 ８２日 ８２日 ８２日  

第３学期 ４９日 ４９日 ４３日 ３／１２卒業式 

計 ２０２日 ２０２日 １９６日  
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６ 年間授業時数 
 【小 学 部】 

学 年  
領域・教科 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

各教科 

国  語 ３１０ ３２０ ２５０ ２４８ １７５ １７５ 

社  会   ７５ ９８ １００ １１０ 

算  数 １４２ １８０ １７５ １７８ １７５ １７７ 

理  科   ９５ １０７ １０５ １０５ 

生  活 １１０ １１０     

音  楽 ７０ ７５ ６１ ６０ ５２ ５０ 

図画工作 ７０ ７５ ６１ ６１ ５２ ５０ 

家  庭     ６０ ５５ 

体  育 ４０ ４０ ４０ ４０ ４０ ３８ 

外 国 語     ７５ ７５ 

特別の教科  道徳 ３４ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５ 

特別活動 学級活動 ３４ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５ 

自 立 活 動 ７０ ７０ ７０ ７０ ６６ ６５ 

総合的な学習の時間   ７８ ７８ ７５ ７５ 

外 国 語 活 動   ３５ ３５   

計 ８８０ ９４０ １０１０ １０４５ １０４５ １０４５ 

学 級 編 制 １ 

 

【中 学 部】 

学 年  
領域・教科 

１ ２ ３ 

 
必修教科 

国   語 １４３ １４０ １０６ 

社   会 １０８ １０５ １４５ 

数   学 １４２ １０５ １４５ 

理   科 １０８ １４０ １４５ 

音   楽 ４５ ４２ ３５ 

美   術 ４５ ４１ ３５ 

保 健 体 育 ４０ ４０ ３９ 

技術・家庭 ７５ ７０ ３５ 

外  国  語 １４０ １４０ １４５ 

特別の教科  道徳 ３５ ３５ ３５ 

特別活動 学 級 活 動 ３６ ３９ ３５ 

自 立 活 動 ８３ ７８ ７８ 

総合的な学習の時間 ５４ ５０ ７０ 

計 １１３７ １０４５ １０４５ 

学 級 編 制 １ 
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７ 日課表 

 【小 学 部】 

時 程 月 火 水 木 金 

8:20 登  校 

  準  備 

8:25  

 8:35 
短学活 

8:35    

9:20 
      

  
  

  
休み時間 

9:35   

10:20 
      

  
  

  
休み時間 

10:35   

11:20 
      

  
  

  
休み時間 

11:35   

12:20 
      

  
  

  
昼  食 

13:20   

13:30 
清  掃 

13:35   

14:20 
     

 14:20 

14:30 
休み時間 短学活 

14:35   

15:20 
    下 校 

15:20   

15:25 
短学活（帰りの会） 

15:30 下 校 

※（１，２，３年生の５校時の場合は、１４：２０～１４：３０短学活、１４：３５分下校） 

 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 
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 【中 学 部】 

時 程 月 火 水 木 金 

8:20 登  校 

  準  備 

8:25    

8:35 
短学活 

8:35    

9:25 
      

  
  

  休み時間 

9:35   

10:25 
      

  
  

  休み時間 

10:35   

11:25 
      

  
  

  休み時間 

11:35   

12:25 
      

  
  

  昼  食 

13:20   

13:30 
清  掃 

13:35   

14:25 
 

 
   

14:25 

14:35  
休み時間 短学活 

14:35   

15:25 
 

 
  下 校 

15:25   

15:35 
短学活（帰りの会） 

15:40 下 校 

 

 

 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 
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８ 年間学校行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校閉庁日 

学校閉庁日 

学校閉庁日 

学校閉庁日 
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９ 教職員組織 

 （１）教職員数 

区

分 

校   
  

 

長 

教
頭
（
分
校
長
） 

教  
    

諭 

養

護

教

諭 

看  

護  

師 

講  
    

師 

事  

務  

長 

主  
    

査 

主  
    

事 

用  

務  

員 

介  

助  

員 

ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
ト
ス
タ
ッ
フ 

小      

計 

校      
医 

歯  
科  

医 

薬  

剤  

師 
小  

    

計 

合  
    

計 

 
１ １ ８   ２      １ 1３ １ １ １ 3 １６ 

 

 （２）教職員一覧 

No. 職 名 氏 名 所属学部 校 務 分 掌 
現校
勤務
年数 

１ 校 長 猪 俣 康 彦   ２ 

２ 
教    頭 
（分校長） 

佐 々 木 文 枝   １ 

３ 教 諭 橋谷田佳奈子 中学部 
保健主事、食育コーディネーター 
指導部、 学校保健委員会 他 

６ 

４ 教 諭 湯 田 美 和 小学部 
特別支援教育コーディネーター 
指導部、校内就学支援委員会 他 

２ 

５ 教 諭 古 川 瑠 美 
小学部 

（学部主事） 
教務部 
教育課程委員会 他 

９ 

６ 教 諭 外 島 千 恵 子 
中学部 

（学部主事） 
進路指導主事、教務部、指導部 
地域協働活動推進委員会 他 

４ 

７ 教 諭 渡 部 絵 梨 子 
小学部 

（１～６年担任） 
研修主任、教務部 他 １ 

８ 教 諭 大 竹 舞 香 中学部 
教務主任 
教務部、教育課程委員会 他 

６ 

９ 教 諭 江 田 杏 奈 
中学部 

（中１～３年担任） 
教務部、調査書作成委員会 他  ２ 

10 教 諭 岩 橋 崚 介 中学部 
指導部、ICT委員会 
竹田フェスティバル委員会 他 

１ 

11 講 師 圓 谷 純 子 中学部 指導部、危機管理委員会 他 ６ 

1２ 講 師 中 山 千 穂 中学部 
指導部 
竹田フェスティバル委員会 他 

１ 

1３ 
ｽ ｸ ｰ ﾙ 
ｻ ﾎ ﾟ ｰ ﾄ 
ｽ ﾀ ｯ ﾌ 

室 井 明 美   ４ 
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（３）校務組織・分掌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇

〇

◎大竹 研修　　　 〇

庶務・渉外　　 〇

〇

進路指導              〇

◎橋谷田 〇

学級

教科 教科 教科

理科 技術 特別活動

音楽 家庭 自立活動

図工・美術 道徳 総合

体育・保健体育 生活

国語 外島　千恵子 岩橋　崚介 江田　杏奈 中山　千穂

社会 中山　千穂 橋谷田　佳奈子 橋谷田　佳奈子 湯田　美和

算数・数学 渡部　絵梨子 江田　杏奈 渡部　絵梨子 外島　千恵子

外国語活動・外国語 大竹　舞香 圓谷　純子 古川　瑠美

領域・教科 教科 担当 担当 担当 担当

１～６
年

渡部絵梨子
古川瑠美
湯田美和

橋谷田佳奈子
外島千恵子
大竹舞香
岩橋崚介
圓谷純子
中山千穂

中学部主事 外島千恵子

保健主事 橋谷田佳奈子

研修主任 渡部絵梨子

進路指導主事 外島千恵子

特別支援教育CＯ 湯田美和

学校図書 橋谷田佳奈子

食育CＯ 橋谷田佳奈子

小　　　学　　　部 中　　　学　　　部 教務主任 大竹舞香

学級 担　　　任 学部所属 担　　　任 学部所属 小学部主事 古川瑠美

１～３
年 江田杏奈

学校保健　　　　　　　 橋谷田佳奈子　中山千穂

学級担任および学部所属 主事・主任等

大竹舞香　

渡部絵梨子　江田杏奈

古川瑠美　江田杏奈

職
員
会
議

指導部
生徒指導・児童生徒会　　　　　　　圓谷純子　岩橋崚介　中山千穂

外島千恵子　湯田美和

校

長

教
頭
（

分
校
長
）

中学部
◎外島千恵子　橋谷田佳奈子　大竹舞香　岩橋崚介　圓谷純子

　中山千穂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教務部
教務一般 大竹舞香　古川瑠美　外島千恵子

各

部

教科書

小学部
◎古川瑠美　湯田美和　渡部絵梨子

学

部

初任者・新規採用者研修委員会 〇指導教員　研修主任　教務主任、教頭（設置なし）

職員 服務倫理委員会 〇教頭　湯田美和　岩橋崚介

男女共同参画委員会  〇教頭、岩橋崚介

　

◎校長　〇教頭　古川瑠美　外島千恵子
　　　　　大竹舞香　圓谷純子

地域

ＩＣＴ委員会 〇岩橋崚介　渡部絵梨子
児童生徒

校内就学支援委員会 〇湯田美和　大竹舞香　古川瑠美　外島千恵子

地域支援センターあいづっこ
◎校長　〇特支Co、全教員

学校行事 竹田フェスティバル委員会 〇岩橋崚介　湯田美和　中山千穂

地域学校協働活動推進委員会 〇外島千恵子　湯田美和　大竹舞香

学校保健委員会
◎校長、橋谷田佳奈子、中山千穂、教頭、PTA会長
　学校医、学校歯科医、学校薬剤師、
　栄養科長、小児看護課長

各
種
委
員
会

調査書作成委員会 〇外島千恵子、江田杏奈、大竹舞香

危機管理委員会　　　　　◎教頭　〇圓谷純子　古川瑠美　中山千穂

いじめ防止対策委員会

校務組織 校務運営委員会
◎教頭　〇大竹舞香　橋谷田佳奈子　古川瑠美
　外島千恵子（内規検討・購買・働き方改革

推進）
学校

教育課程委員会 〇大竹舞香　古川瑠美　外島千恵子　教頭
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１０ 児童・生徒の現況 

（１）在籍児童・生徒数 

学 部 小 学 部 中 学 部 
合計 学級数 

学 年 1 2 3 4 5 6 計 1 2 3 計 

形 

 

態 

通

常 

男 0 0 0 ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ２ ２ 
小 １ 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ ０ ０ ０ 

重

複 

男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
中 １ 

女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

※ 重複障がい学級はなし 

 

（２）通学形態別児童・生徒数 

学  部 小 学 部 中 学 部 
合計 

学  年 1 2 3 4 5 6 計 1 2 3 計 

通 

学 

形 

態 

通 

常 

自

宅 
0 0 0 ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ２ ２ 

病

院 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ ０ ０ 

重 

複 

自

宅 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

病

院 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

（３）出身地別児童・生徒数 

出身地 会津若松市 会津美里町 

小学部 ０ ０ 

中学部 １ １ 

 

（４）病類別児童・生徒数 

疾 病 名 
新生物 

  

内分泌・

栄養及び

代謝疾患 

精神及び

行動の障

がい 

神経系の

疾患  

循環器系

の疾患  

呼吸器系

の疾患  

先天性奇

形及び染

色体異常 

その他 

  

小学部 
男         

女         

中学部 
男 １  １ １     

女         

計 １  １ １     

 

（５）卒業生の進路（令和６年度） 

進 路 
県立高校 私立高校 県立特別支援学校 

高等部 
施設 

全日 定時 通信 

人 数 0 0 ０ １ 0 
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１１ 防火体制計画 

（１）防火管理組織 

         火気取締り責任者                    教頭（分校長） 

         防火体制                        圓谷 

         防火整備状況                      古川 

         火気施設及び取り扱い状況                中山 

        電気設備                         渡部 

         消火施設設備・管理                    教頭（分校長） 

             理科薬品等の保管                      岩橋 

 

 

（２）自衛消防組織 

             指導・通報連絡班（校内周知・関係機関への通報） 教頭（分校長）、大竹 

             避難誘導班（児童生徒の避難指導及び管理）      圓谷 

                         小学部１～６年      渡部  

                         中学部１～３年      江田 

                                  

             救護班（負傷者の運搬・看護）           橋谷田、中山 

                                                                                

             検索班                          古川、外島 

             消火班（初期消火）                     岩橋、中山 

 

 

（３）防火施設配置 

                               ＜竹田綜合病院 管理棟２Ｆ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●：消火栓 ■：消火器   

 

 

防
火
責
任
者
（
教

頭
） 

学 
  

校   

長 

教 

頭
（ 

分
校
長 

） 

● ● 

■ 

■ 

女子トイ

レ

男子トイ

レ

階段

身障者

用トイレ

ベランダ

男

子

更

衣

室

エレベータホール

エレベータ

階段

学習室 理科家庭科室

音楽室 学習室 教育相

談室

ベランダ

分校長

室

職員室

教材室

小１～６年 教材室 コンピュータ室 中１～３年

保健室

可動式パネル仕切り

可動式パネル仕切り
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１２ ＰＴＡの沿革・代表役員名 

        昭和５３年１２月１５日         福島県立須賀川養護学校 

                        竹田分校父母と教師の会設立 

                           初代会長    大 竹 五 郎 

        昭和５４年～      会  長       大 関 欣 三 

    昭和５５年～        〃     道 明  清 雄 

    昭和５６年～        〃     高 塚  道 雄 

    昭和５７年～        〃     花 見 悦 雄 

    昭和５８年～        〃     佐 藤 貞 光 

    昭和５９年～        〃     福 西 伊兵衛 

    昭和６０年～        〃     小 林 洋 一 

    平成 元年～        〃     湯 浅      誠 

    平成 ２年４月１日           福島県立須賀川養護学校竹田分校から 

                        福島県立会津養護学校竹田分校となる。 

    平成 ４年～          〃     歌 川 健 一 

    平成 ７年～        〃     遠 藤 谷 吉 

    平成１０年～        〃     近 藤 ゆき枝 

    平成１２年～        〃     石 橋   襄 

    平成１３年～        〃     三津谷 和 史 

    平成１４年～        〃     安 齋 春 美 

    平成１６年～        〃     丹 藤 恒 代 

    平成１７年～        〃     佐々木 しげ子 

    平成１８年～        〃     吉 原 尚 子 

    平成１９年～        〃     長谷川 里 香 

    平成２０年～        〃     小 端  真 理 

平成２１年～                〃     渡 部 朝 美 

平成２２年～        〃     鴻 巣 幸 子 

平成２３年～        〃     渡 部 朝 美 

平成２４年～        〃     大 橋 千 明 

平成２６年～        〃     猪 俣 美奈子 

    平成２８年～        〃     原   智 美 

    平成２９年４月１日           福島県立会津養護学校竹田分校から 

                        福島県立会津支援学校竹田校となる。 

    平成２９年～        〃     藤 本 貴 子 

平成３０年～        〃     安 中 祐 治 

平成３１年～        〃     佐 藤 睦 子 

令和 ２年～        〃     藤 本 貴 子 

令和 ３年～        〃     芳 賀 政 明 

令和 ４年～        〃     信 野 光 子 

令和 ５年～        〃     大 田 康 子 

令和 ６年～        〃     齋 藤 絵 美 
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令和 ７年～        〃     ホーヴィネン ヤナ 


